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広
報

平成30年～令和2年の各2月生ま
れ（２～４歳まで）のお子さんを募集
します。電話は 1月7日（金）まで、メ
ールは1月10日（月・
祝）までに申し込みく
ださい。詳しくは市
HPをご覧ください。
問市長公室
☎055-948-1431

市 HP（携帯版）
QR コード

田
た ぐ ち

口 元
げ ん き

輝 さん（御門）
（平成 30 年 1月 24 日生）

小柄で笑顔がクシャクシャなゲン

君！いつまでもその可愛い笑顔で

いてね！お誕生日おめでとう♪

これからもお調子者で笑顔いっぱ

いのかわいい芽依でいてね。大好

き！ 4 歳おめでとう！

佐
さ と う

藤 芽
め い

依 さん（奈古谷）
（平成 30 年 1月 10 日生）

4 歳おめでとう！いつも元気と笑

顔いっぱいで、周りを楽しませて

くれてありがとう。大好きだよ！

加
か と う

藤 滉
こ う き

基 さん（寺家）
（平成 30 年 1月 12 日生）

いつも元気いっぱい、歌が大好き

で家族の人気者の志帆ちゃん。ひ

とに優しくたくましく育ってね！

梅
うめばら

原 志
し ほ

帆 さん（多田）
（平成 30 年 1月 24 日生）

いつもお手伝いをしてくれてあり

がとう。これからも毎日笑顔で楽

しく過ごそうね。大好きだよ！

工
く ど う

藤 睦
むつみ

 さん（土手和田）
（平成 30 年 1月 7日生）

あゆむ、誕生日おめでとう。素敵

な笑顔に元気をもらっているよ。

いつもありがとう、大好きだよ！

大
おおやま

山 歩
あゆむ

さん（田京）
（平成 30 年 1月 4日生）

4 歳おめでとう！いっぱいごはん

を食べておおきくなってね。

杉
すぎやま

山 凛
りん

 さん（長岡）
（平成 30 年 1月 25 日生）

マイペースで癒しのかんちゃん！

4 歳おめでとう。たくさんの笑顔

と幸せをありがとう。

中
なかむら

村 寛
かんだい

大 さん（長岡）
（平成 30 年 1月 13 日生）

4 歳おめでとう。いつもみんなを

笑顔にしてくれてありがとう。い

っぱい遊んでおおきくな～れ！

鈴
す ず き

木 柊
しゅうご

吾 さん（守木）
（平成 30 年 1月 17 日生）

いつも元気で甘えん坊な咲希ちゃ

ん。4 歳おめでとう。いつまでも

元気でいてね。

望
もちづき

月 咲
さ き

希 さん（四日町）
（平成 30 年 1月 6日生）



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

伊
豆
の
国
市
議
会
基
本
条
例
に
は「
市
政
は
、

市
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
る「
議
会
」と
、同
じ
く
選
挙
で
選
ば
れ
た

「
市
長
」と
の
二
元
代
表
制
に
よ
り
運
営
さ
れ
、

相
互
に
独
立
対
等
な
立
場
で
、緊
張
関
係
を
保

ち
な
が
ら
執
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
ぞ

れ
市
民
の
負
託
に
応
え
る
責
務
を
負
っ
て
い

る
。市
民
に
身
近
な
存
在
で
あ
り
、多
様
な
意
見

を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
議
会
の
更
な
る
充

実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。」と
あ
り
ま
す
。

　

議
会
は
、市
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握

す
る
と
と
も
に
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
は
積
極
的
な
情
報
公
開
と
情
報

発
信
を
行
い
、市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
議

会
動
画
配
信
が
昨
年
の
９
月
議
会
よ
り
実
施
さ

れ
、議
会
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
ま
た
は
録
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
一
日
も

早
く
地
域
経
済
が
復
興
し
、元
の
生
活
に
戻
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
行
政
と
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、新
年
の

あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
４
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
の
波
が
た
び
た
び
押
し
寄

せ
、
そ
れ
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
も
繰
り
返
さ

れ
る
な
ど
、
社
会
経
済
活
動
に
制
限
が
加
え
ら

れ
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
様
々
な
困
難
に
さ

ら
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
接
種
率
は

全
国
民
の
70
％
を
超
え
、
人
々
の
感
染
予
防
へ

の
努
力
と
も
相
ま
っ
て
、
秋
以
降
は
全
国
的
に

新
規
陽
性
者
の
数
が
減
少
し
、
社
会
経
済
活
動

へ
の
制
限
も
緩
和
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
新
た
な
変
異
株
の
出
現
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
え
去
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
感
染
予
防
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
昨

年
12
月
の
医
療
従
事
者
向
け
か
ら
始
ま
っ
た
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
よ
り
円
滑
に
行
え

る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
た

モ
ン
ゴ
ル
国
柔
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
活
躍

や
、
自
転
車
競
技
に
お
け
る
当
市
在
住
選
手
の

活
躍
な
ど
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
や
意

義
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
多
く
の
方
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
、

大
河
ド
ラ
マ｢

鎌
倉
殿
の
13
人
」の
放
送
が
、

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
小
豪
族
の
次
男

と
し
て
伊
豆
の
国
市
に
生
を
受
け
、
源
頼
朝
の

側
近
と
な
り
、
つ
い
に
は
鎌
倉
幕
府
二
代
執
権

へ
と
の
ぼ
り
詰
め
た
北
条
義
時
公
。
そ
の
人
生

が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
楽
し
み
で
な

り
ま
せ
ん
。

　

１
月
15
日
に
は
、
韮
山
時
代
劇
場
に
大
河
ド

ラ
マ
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
た
上
で
、
多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
１
年

を
、「
北
条
義
時
イ
ヤ
ー
」と
し
て
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

結
び
に
、
市
長
に
就
任
し
て
早
く
も
８
カ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
様
々
な
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
丁
寧
な
説
明

に
心
が
け
、
職
員
と
と
も
に
信
頼
さ
れ
る
市
役

所
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。
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北條寺
北条義時が長男安千代のために建立したと伝わる寺院。
境内には、「北条義時夫妻の墓」があります。
仏師集団「慶派」による作品「阿

あ み だ に ょ ら い ざ ぞ う

弥陀如来坐像」や、姉の北
条政子が寄進したとされる「牡

ぼたんちょうじゅうもんしゅうちょう

丹鳥獣文繡帳」など、数多
くの貴重な寺宝が所蔵されています。

▲ 北條寺

願成就院
源頼朝の奥州攻めの戦勝を祈願して北条時政が創建した
北条氏の氏寺。
時政の子、義時や孫の泰時も堂や塔を建立しており、境
内には「北条時政の墓」があります。また、創建時の御尊
像である国宝・運慶作５体の仏像が拝観できます。

▲ 北条時政の墓

史跡北条氏邸跡
発掘調査により、北条家の館跡が明らかとなっています。
遺跡の年代から時政の館跡であり、義時はこの地で生ま
れたと考えられています。
北条氏滅亡後は、ゆかりの尼僧により一族を鎮魂する円
成寺が建てられました。

▲ 史跡北条氏邸跡

問  大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」伊豆の国市
推進協議会（事務局：市役所観光課内）

☎ 055-948-1177

【あらすじ】
華やかな源平合戦、誕生する鎌倉幕府、権力を巡る
男たち女たちの駆け引き―　
源頼朝にすべてを学び、武士の世を盤石にした男 二
代執権・北条義時。
野心とは無縁だった若者は、いかにして武士の頂点
に上り詰めたのか。
三谷幸喜が贈る予測不能エンターテインメント！

【主演】小栗旬（北条義時役）
【作】三谷幸喜
【音楽】エバン・コール
【放送予定】
NHK総合　毎週日曜 20 時
NHKBS プレミアム・BS4K　毎週日曜 18 時

　大河ドラマ「鎌倉殿の 13人」の主人公、北条義時は、ここ伊
豆の国で生まれ、市内にはゆかりの地が多数残されています。
　放送開始に合わせ、１月 15 日（土）、韮山時代劇場内に「鎌
倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館」をオープンします。
　大河ドラマ館では、市内ロケを中心としたメイキング映像の
上映、ドラマのストーリーに沿って、セットや出演者の衣装、
紹介パネルなどを展示し、大河ドラマの世界を体感する施設と
なっています。

とき／ 1 月 15 日（土）　 8 時 30 分～ 12時
ところ／韮山時代劇場　日だまり広場
　　　　※雨天の場合、大ホール（内容変更あり）
内容／
　【8 時 30 分～ 9時】
　　オープニングセレモニー　
【9時～】
　　・劇団いず夢のパフォーマンス「頼朝旗揚げ」
　　・市民総踊り「伊豆の国音頭」
　　・ジャズの演奏　
　　・スタンプラリー
　　・いちご大福詰め合わせ販売
　　・国清汁の販売　ほか

● オープニングイベントを
　開催します

42022.1.1

●鎌倉殿の 13人 伊豆の国 大河ドラマ館
開館期間／ 1 月 15 日（土）～令和５年 1月 15日（日）（予定）
　　　　　 9 時～ 17時　休館日：水曜日　※ 1月・2月は休まず開館
ところ／韮山時代劇場内
入場料／大人 400 円（300 円）、中学生以下 100 円（50円）
           　※カッコ内は団体（20人以上）の料金
　　　　※ 1月 15 日（土）～ 2月 15 日（火）は市民半額とします。
　　　　　（身分証の提示が必要です。）
　未就学児、障がい者手帳持参者及びその付添人 1名など…無料
駐車場／無料大駐車場（乗用車 180 台、大型バス２台）

● 大河ドラマ館にあわせて
こちらもオープン！

入場無料。皆さんのお越しをお待ちしています。

〇伊豆の国物産館
　商工会が認定する特産品 「伊豆の国ブランド・義
時ブランド」 を中心に、おいしい、 うれしい、たの
しい商品を販売しています。近隣市町の商品なども
揃え、バラエティ豊かな品揃えとなっています。

〇義時の里（文化財展示）
　大型パノラマ写真により北条義時が生まれた里の
空間を創出し、義時と北条家に関する歴史や文化財
の紹介、発掘調査により出土した土器・瓦などを展
示します。

〇観光案内所
　伊豆の国市及び近隣 20 市町の魅力ある観光情報
をご案内します。広域地図の掲出や史跡紹介の映像
などがあります。レンタサイクルの受付も行ってい
ます。
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伊豆の国市建設業協会
会長　土屋龍太郎 さん

　

地
域
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
、
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
独
自
の
発
想
に
よ
り
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
活
動
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」。

　

今
年
、
全
国
２
７
１
団
体
か
ら
の
応
募
の
う
ち
、
20
団
体
に
贈
ら
れ
た「
振

興
奨
励
賞
」に
市
内
の
２
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
・
読
売
新
聞
本
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催

問  

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

【
受
賞
団
体
①
】

伊
豆
の
国
市
建
設
業
協
会

　社会が必要とするサービスを提供してこそ、事業が成
り立ちます。『助け合いながら、心豊かに暮らす』ために
必要なサービスとは何かが分かれば、事業者が持つ経営
資源（人・物・情報）を、どう生かすかが見えてきます。
　ベンチプロジェクトが、より多くの地域事業者が行動
を起こす引き金になれば幸いです。

エッセンシャルワーカーの一翼を担う建設業として
これからも地域を支えていく―。

　

市
建
設
業
協
会

は
、
ベ
ン
チ
を
通
し

て
地
域
交
流
や
異
世

代
、
多
業
種
間
の
交

流
を
生
み
出
す『
ベ

ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
、
平
成
28
年
当
初
か
ら
強
力
な
推

進
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ベ
ン
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
76
箇
所
の
う
ち
、
市
建
設

業
協
会
が
製
作
し
た
ベ
ン
チ
は
40
箇
所
、
59
基
に
及
ん
で
い

ま
す
。（
令
和
３
年
12
月
10
日
時
点
）

　

ど
れ
も
、
地
域
へ
の
想
い
の
詰
ま
っ
た
、
温
か
み
の
あ
る

ベ
ン
チ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲ 設置前の最終確認
を行う様子。
　職人技と地域への
　想いが光ります。

　

ベ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
製

作
さ
れ
た
ベ
ン
チ
に
は
、
多
く

の
人
た
ち
の
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

製
作
側
は
、
地
域
の
人
々
が

座
り
や
す
い
よ
う
に
、
高
さ
や

座
面
の
な
め
ら
か
さ
、
水
は
け
の
よ
さ
、
立
ち
上

が
り
の
し
や
す
さ
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ベ
ン
チ
の
製
作
に
は
、
市
建
設
業
協
会
か
ら
輪

が
広
が
り
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
卒

業
制
作
、明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会
や
大
工
組
合
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
伊
豆
の
森
林
を
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
さ
れ
た
場
所
で
は
、
ベ
ン
チ
の
周

り
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
花
壇
が
置
か
れ
た
り
、
座

面
に
手
作
り
の
座
布
団
が
敷
か
れ
た
り
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
や
す

く
な
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
地
域
の
見
守
り
の
目
が
生
ま
れ
、ベ
ン
チ
は「
誰

が
、
い
つ
行
っ
て
も
い
い
自
由
な
ふ
れ
あ
い
の
空

間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
座
る
だ
け
で
地
域
と
繋
が
っ
て

い
ら
れ
る
気
持
ち
に
な
る
―
。
そ
ん
な
温
か
い
ベ

ン
チ
に
、
ぜ
ひ
腰
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
受
賞
団
体
②
】

千
代
田
区
見
守
り
隊

　

千
代
田
区
見
守
り
隊
は
、
地
区
内
の
小
学

生
の
登
下
校
を
見
守
る
た
め
、
平
成
22
年
９

月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率（
千
代
田
区
は
49
・
４
％
：
令

和
３
年
４
月
１
日
時
点
）が
年
々
上
昇
す
る

中
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
や
地
域
の
見
守

り
の
た
め
、
平
成
29
年
５
月
か
ら「
笑
顔
の

食
材
市
」を
開
始
。
こ
の
取
り
組
み
の
趣
旨

に
賛
同
し
た
地
場
産
品
を
扱
う
地
元
事
業
所

の
協
力
の
も
と
、
毎
週
火
曜
日
11
時
か
ら
千

代
田
団
地
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
よ

う
、
公
園
内
の
清
掃
や
、
折
り
畳
み
式
の
机

を
み
ん
な
で
作
成
し
た
り
、
ベ
ン
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
伊
豆
総
合
高
校
よ
り
寄
贈
が

あ
っ
た
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
を
定
期
的
に
磨

く
な
ど
、
自
発
的
な
活
動
を
通
じ
て
、
自
分

自
身
へ
の
や
り
が
い
や
生
き
が
い
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

食
材
市
で
は
、
開
始
前
に
区
内
放
送
で
、

当
日
の
商
品
の
紹
介
を
し
た
り
、
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
高
齢
者
に
声
を
掛
け
て
公
園
ま
で

一
緒
に
歩
い
た
り
、
重
た
い
荷
物
を
自
宅
ま

で
運
ぶ
な
ど
、
地
域
の
中
で
の
声
掛
け
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
人
が
足
を
運
び
、
地
域
の

人
々
が
日
々
の
成
長
の
様
子
を
温
か
く
見
守

る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
の
ご
ぼ
う
で
何
を
作
る
？
」「
大
き
な

カ
ボ
チ
ャ
は
ど
ん
な
料
理
に
し
た
ら
い
い
か

な
？
」「
こ
の
間
、
こ
の
焼
き
そ
ば
が
お
い

し
か
っ
た
よ
」「
久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
た
け

ど
、
元
気
だ
っ
た
か
い
？
」
な
ど
、
青
空
の

下
、
笑
顔
の
花
が
咲
き
、
会
話
を
通
し
た
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

合
言
葉
は
、『
軍
手
と
や
る
気
を
も
っ
て

き
て
―
』

　

千
代
田
区
見
守
り
隊
の
活
動
は
さ
ら
に
進

化
し
て
お
り
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
、

剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
自
主
的
な
活
動

が
増
え
て
い
ま
す
。

▲ 「大きくなったねぇ～。」
　   「ここのお野菜で離乳食
を食べるようになりまし
たー！」

　  などの会話が弾みます。

千代田区見守り隊
代表　横山四郎 さん

　長年の地道な「見守り活動」受賞の礎を築いてくださっ
た、諸先輩方々に感謝します。
　見守り隊会員 24 名それぞれが、「無理のない」活動参
加によって、末永く受賞に恥じない、あしたのまち・く
らしづくり活動を行います。

笑顔と元気な千代田をモットーに
見守り隊員みんな「行動あるのみ！」
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若
年
性
認
知
症
の
家
族
の
皆
さ
ん

　
　
『
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
』し
ま
せ
ん
か

問  

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

●『
お
し
ゃ
べ
り
会
』の　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
人
と
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
し
た
い
で
す
。困
っ

た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
対
応
を
し
て

い
る
か
な
ど
を
、他
の
人
と
話
し
て
み
る
こ
と

で
、本
人
と
家
族
だ
け
で
は
進
ま
な
い
こ
と

が
、ち
ょ
っ
と
で
も
進
め
ば
と
思
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
13
日（
木
）
　
13
時
30
分
〜
14
時

30
分　

※
出
入
り
自
由

と
こ
ろ
／
大
仁
地
区　

Ｍ
さ
ん
宅（
最
寄
り

駅
：
田
京
駅
）　

駐
車
場
あ
り

※
申
込
時
に
詳
し
い
場
所
を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
／
若
年
性
認
知
症
の
人
の
家
族
や
介
護

を
し
て
い
る
人

申
込
／
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）７
３
１
１

●
若
年
性
認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
が
な
る
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。64
歳
以
下
で
発
症
す
る
認
知

症
を「
若
年
性
認
知
症
」と
呼
び
ま
す
。平
均

発
症
年
齢
は
51
歳
で
す
。

　

平
成
29
年
度
〜
令
和
元
年
度
に
実
施
さ
れ

た
調
査
に
お
い
て
、日
本
に
お
け
る
若
年
性

認
知
症
者
の
総
数
は
３
万
５
，７
０
０
人
と

推
計
さ
れ
ま
し
た
。

●
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

　

夫
が「
認
知
症
」と
診
断
さ
れ
た
の
は
50

代
の
時
で
し
た
。急
に
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

の
で
す
。

　

夫
の
介
護
を
経
験
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、

若
年
性
認
知
症
の
相
談
窓
口

早
め
に
相
談
す
る
こ
と
で
、将
来
の

生
活
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
専
門
の
病
院
は
ど
こ
？
」

「
経
済
的
に
不
安
…
」「
ど
う
接
し
た
ら
い

い
の
？
」「
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
欲
し

い
。」な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
若
年
性
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

と
き
／
月
〜
土（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）　

10
時
〜
15
時

　

☎
０
８
０
０（
１
０
０
）２
７
０
７

〇
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会

　

と
き
／
月
・
水
・
金（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）　

９
時
〜
16
時

　

☎
０
５
４（
２
５
２
）９
８
８
１

〇
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
静
岡
県
支
部
）

　

と
き
／
月
・
木
・
土（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）　

10
時
〜
15
時

　

☎
０
５
４
５（
６
４
）９
０
４
２

〇
長
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

　

☎
０
５
５（
９
４
６
）０
６
９
２

〇
韮
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
５
５（
９
４
９
）９
２
１
３

〇
大
仁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
８（
７
６
）７
３
１
１

一
人
で
考
え
、孤
立
し
た
介
護
は
避
け
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
夫
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
時
点

で
、近
所
や
周
囲
の
人
々
に
も
話
を
し
、お
か

げ
で
色
々
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。介
護

は
一
人
で
は
な
く
、大
勢
の
人
の
手
で
分
散

し
、少
し
で
も
楽
な
介
護
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

介
護
中
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
し
な

が
ら
、で
き
る
介
護
を
す
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
し
、大
変
な
時
は
介
護
仲
間
に
相
談
し

て
つ
ら
い
思
い
を
吐
き
出
し
、ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、介
護
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
と
思
い
ま
す
。

若年性認知症の夫
と暮らすMさん

若年性認知症の夫を
介護した大川さん

介
護
手
当
の
お
知
ら
せ

問
長
寿
福
祉
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

　

市
で
は
、
介
護
が
必
要
な
人（
介
護
保
険

の
要
介
護
度
３
〜
５
）を
、
基
準
日
ま
で
の

６
カ
月
以
上
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に

対
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
毎
年

７
月
１
日
と
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

『
介
護
手
当
』
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
１
月
初

旬
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
で
通
知
の

届
か
な
い
人
は
、
長
寿
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

支
給
額
／

　

１
回
あ
た
り
３
万
円（
た
だ
し
要
介
護
４
・

５
の
認
定
を
受
け
て
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
１
回
あ
た
り

６
万
円
）

支
給
対
象
／

　

基
準
日
以
前
６
カ
月
以
上
、
要
介
護
者

（
※
）と
同
居
し
生
計
同
一
の
介
護
者（
生
活

保
護
受
給
者
を
除
く
）

※
要
介
護
者
と
は
…
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

・
基
準
日
に
市
民
で
、
基
準
日
以
前
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人　

・
基
準
日
以
前
６
カ
月
の
間
に
、
病
院
入
院
、

施
設
入
所
や
短
期
入
所
の
合
計
が
44
日
以

下
で
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
け
て
い
な

い
人

申
請
場
所
／
長
寿
福
祉
課（
大
仁
庁
舎
）

申
請
期
間
／
申
請
書
受
取
日
〜
１
月
28
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

持
ち
物
／
申
請
書
・
振
込
先（
介
護
者
）の

通
帳
の
写
し

▲若年性認知症
　コールセンター

伊豆の国市地域自立支援協議会
一般報告会を開催します！

問 障がい福祉課
☎ 0558-76-8007　℻ 0558-76-8029

　あなたは、近所に住んでいる障がいのある人のこと、障がいのこ
と、どのくらい知っていますか？
　知っているという人も知らないという人も、ぜひお越しください。
みんなでつくる伊豆の国市で、障がいのある人もない人も私らしく生
きていくこと、始めませんか？

とき／令和４年1月22日（土）13時30分～15時
ところ／アクシスかつらぎ　多目的ホール
内 容／事例発表 「沼津特別支援学校伊豆田方分校
と四日町花の会の交流事例」、パネルディス
カッションテーマ「障がいのある人が地域で暮
らしていくために」
そ の他／事前申し込み不要。手話通訳有り。新型
コロナウイルス感染拡大状況により、報告会を中
止する場合は、HPなどでお知らせします。

障がいのある人もない人もみんなが幸せ！



102022.1.111 2022.1.1

問税務課　☎ 055-948-2918

令和 3年分の

所得税の確定申告
 

臨時駐車場

旧田京
幼稚園

伊豆保健医療
センター

伊豆箱根鉄道
田京駅

国道
136号

北

田
京
交
番

市役所
大仁庁舎

マックスバリュ
大仁店

確定申告相談会場

※ 必ず横断歩道
をご利用くだ
さい。

●医療費控除の適用を受けるには
　「医療費控除の明細書」の提出が必要となり
ます。ご自宅で作成の上ご来場ください。
●市・県民税の申告について
　期間中は、市県民税の申告も大仁庁舎相談
会場へお越しください。期間中、税務課（伊豆
長岡庁舎）では、記載済みの申告書のみ受け付
けます。

市
が
開
催
す
る
確
定
申
告
相
談
会

と
き
／

　

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間
／
９
時
〜
11
時
、
13
時
〜
16
時

※
来
場
者
数
な
ど
に
よ
り
、
予
定
よ
り
早
く

受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／

　

大
仁
庁
舎
２
階　

第
１
会
議
室

そ
の
他
／

　

○
市
で
は
、
青
色
申
告
、
譲
渡
所
得
、
贈

与
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申

告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
三
島
税

務
署
が
開
催
す
る
確
定
申
告
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

○
各
種
控
除
の
詳
細
、
計
算
式
、
持
ち
物

な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
、
市

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
申
告
相
談
会

　

相
談
対
象
者
は
、
確
定
申
告
期
間
前
で
も
申
告

書
の
記
載
・
提
出
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

本
年
度
は
期
間
を
前
倒
し
し
て
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
４
日（
金
）、７
日（
月
）、８
日（
火
）、

９
日（
水
）

受
付
時
間
／
９
時
〜
11
時
、
13
時
〜
16
時（
来
場

者
数
に
よ
り
予
定
時
刻
よ
り
早
く
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

と
こ
ろ
／
大
仁
庁
舎
２
階　

第
１
会
議
室

対
象
／

　

○
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人（
年
末
調
整
後

に
控
除
の
追
加
を
す
る
人
も
含
む
）

　

○
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し
て
年

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

　

○
給
与
と
年
金
収
入
ま
た
は
年
金
収
入
の
み
の
人

持
ち
物
／

　

○
令
和
３
年
分
の
給
与
所
得
ま
た
は
公
的
年
金

の
源
泉
徴
収
票（
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け

る
場
合
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
も

必
要
で
す
）

　

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
各
種
資
料（
証
明
書
・

領
収
書
な
ど
）

　

○
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

　

○
筆
記
用
具
、
電
卓

　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　所得税及び復興特別所得税・贈与税・消費税及
び地方消費税の申告会場です。

とき／2月 16日（水）～ 3月 15日（火）
　　　 9：00 ～ 17：00
　　　※土・日・祝日を除く

ところ／三島商工会議所　1 階 TMOホール

※ 三島会場への入場には「入場整理券」が必要です。
会場での入場整理券の配布は 16時までです。
※  16 時よりも早く当日分の配付が終了する場合が
あります。入場整理券の配付状況に応じて後日
の来場をお願いすることがあります。

※ 「入場整理券」は LINE アプリを使ったオンライ
ンでの事前発行または三島会場での当日配付の 2
通りで配付されます。詳しくは、国税庁HPをご
覧ください。（https://www.nta.go.jp）
※ 期間中、三島税務署内には確定申告会場を設け
ていませんのでご了承ください。

三島税務署による確定申告会場 問三島税務署　☎ 055-987-6711
問国税庁HP  　https://www.nta.go.jp

※ 三島商工会議所の駐車場は有料です。なるべく
公共交通機関をご利用ください。
※ 住宅ローンなどを利用して住宅を取得し、住宅
借入金等特別控除を受ける人の説明会を 2月 10
日（木）・14（月）・15 日（火）に開催します。申
告書の作成から提出まで行いますので、必要書
類を確認の上、会場へお越しください。

持ち物／
〇収支内訳書、青色申告決算書
〇 昨年の確定申告書、収支内訳書などの控え（ない
場合は、相談に時間がかかったり、正確な記載
ができなかったりすることがあります）
〇源泉徴収票（給与、配当、公的年金など）
〇 控除証明書（社会保険料、生命保険料、地震保険料、
寄附金、医療費の明細書）
〇本人名義の口座番号がわかるもの
〇筆記用具、電卓
○マイナンバー・本人確認書類
※ 税務署からお知らせはがきや確定申告書が送付
されている場合はご持参ください。

を下記の期間で開催します

確定申告における
新型コロナウイルス感染症拡大防止について

●自宅でパソコン・スマートフォンから
　確定申告できます
国税庁HPの「確定申告等作成コーナー」で、画面案
内に従って金額などを入力すれば自動計算機能により
申告書を作成することができます。作成した申告書は
e-Tax を利用して送信するか、印刷して郵送などによ
り提出することができます。
　なお、令和 3年分から、スマートフォンのカメラ機
能で給与所得の源泉徴収票を撮影すれば、金額や支払
者情報などを自動で入力できるほか、スマートフォン
の専用画面の対象範囲も拡大しています。
スマートフォンからのe-Taxをぜひご利用ください。

（確定申告書等作成コーナーURL ⇒ https://www.nta.go.jp）
問 三島税務署　☎ 055-987-6711

●確定申告の必要がない人の還付申告は、
　5年間行うことができます
　令和 3年分の確定申告については令和 8年 12 月
31 日まで申告できます。来年度以降の申告も可能で
すのでご承知ください。（ただし、配当等所得・株式
等譲渡所得のある人の市県民税の課税方式の選択は、
市県民税の納税通知書の送達前までに申告する必要が
あります。）

●各会場への来場に際して
・ 37.5℃以上の発熱が認められる場合は、入場をお断
りさせていただきます。なお、発熱などの症状や体
調のすぐれない人は、来場を控えていただくようお
願いします。
・ マスクを着用してご来場ください。手指アルコール
消毒液をご利用ください。
・できる限り少人数でお越しください。
・ 会場内の密を避けるため、受付人数を制限させてい
ただきます。
・ 市の相談会場では、確定申告書に税務署の受付印を
押印できません。
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と
き
／

　
　

１
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
14
時

と
こ
ろ
／
韮
山
時
代
劇
場

　

入
場
無
料
。
全
国
か
ら
美
味
し
い
パ
ン
が
集
結
す
る
特
別

な
２
日
間
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
農
業
商
工
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
３

内
容
／

〇
出
店（
パ
ン
を
は
じ
め
、
美
味
し
い
逸
品
が
大
集
合
！
）

〇
全
国
の
有
名
パ
ン
の
お
取
り
寄
せ
販
売

〇
全
国
高
校
生
パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト（
全
国
の
高
校
生
パ
ン

作
り
名
人
が
集
結
し
、
そ
の
腕
を
競
い
ま
す
。）

〇
ち
び
っ
こ
パ
ン
作
り
教
室

　
　

と
き
／
１
月
22
日　

①
10
時
30
分
〜　

②
11
時
10
分
〜

　
　
　
　
　
（
受
付
10
時
〜
10
時
30
分
）

〇
大
仁
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会

　
　

と
き
／
１
月
22
日　

11
時
〜

ご
来
場
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
／

　

〇
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

〇
会
場
内
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
人
は
、
入
場
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

〇
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
入
口

に
手
指
用
消
毒
液
を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

〇
会
場
内
は
、
飲
食
で
き
る
エ
リ
ア
を
設
け
ま
せ
ん
。

　

〇
大
ホ
ー
ル
へ
入
場
の
際
は
、
主
催
者
が
氏
名
や
連
絡
先

を
確
認
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
発
生
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
受
付
記
録
を
保
健
所
な

ど
へ
提
供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
有
料
化
に
伴
い
、
当
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
を
推
進
す
る
た
め
、
エ
コ
バ
ッ

ク
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

〇
厚
生
労
働
省
の
接
触
確
認
ア
プ
リ（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

第16回

キャンペーン期間／ 1 月 5 日（水）～ 1月 31 日（月）
内 容／１回の会計のポイント上限 2,000 円、1人あたり期間内のポイント上限 5,000
円となります。

　ポイントは支払日から起算して 30 日後に付与されます。
　（例） 対象店舗で   1,000 円のお会計　⇒　   200 円相当のポイント
　　　対象店舗で 12,000 円のお会計　⇒　2,000 円相当のポイント
対象店舗／大手チェーン店を除く中小規模の事業所（コンビニエンスストア含む）
　※  PayPayのアプリ内「近くのお店」から確認してください。対象店舗には応援マー

クが付きます。

PayPayで最大20％戻ってくるキャンペーン

市内対象事業所で PayPay（株）が提供する電子決済サービス「PayPay」を使
用して買い物などをした場合、利用者に最大 20％のポイントを付与します。

問農業商工課　☎ 0558-76-8003

とき／３月 5日（土）10時～ 15時
　　　※小雨決行・雨天中止
ところ／韮山反射炉ガイダンスセンター前芝生広場
募集／
【ハンドメイド・クラフト・ワークショップ部門】
　ブ ースサイズ／ 3m× 3m
　　※テント、机、電源などの貸出はありません。
出店数／ 30 ブース（先着順）
　出店料／ 2,000 円
【キッチンカー部門】
　出店数／ 8 台（市内優先・先着順）
出店料／ 5,000 円

問  ひとつなぎ伊豆の国。
　（事務局：市役所観光課内）
☎ 055-948-1480　FAX 055-948-2926
メール izunokuni.tedukurimarket@gmail.com

申 込／１月 17日（月）～１月 28日（金）までに、
伊豆の国ふるさと博覧会HPに掲載されてい
る募集要項を確認の上、出店申込書をメール
または FAXで市観光課に提出してください。
そ の他／申込多数の場合、先着順（市内の団体・
市民を優先させていただきます。）

　昨年春・秋に開催した「手作りマーケット」をこの春にも開催！
　一緒に盛り上げてくれるハンドメイド・クラフト・ワークショッ
プ部門の出店者を募集します。
　3月 8日には韮山反射炉が史跡指定 100 周年を迎えます！歴史
ある韮山反射炉を眺めながら、みんなで一緒に楽しもう！

第
３
回
伊
豆
の
国
市　
　

　
　

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
地
図
に
記
載

さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
出
す
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
と
宝
探
し
ゲ
ー
ム
を
組
み
合

わ
せ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
ど
う
い
う

順
番
で
回
る
か
は
各
チ
ー
ム
で
決
め
、

制
限
時
間
内
で
で
き
る
だ
け
高
得
点
を

と
る
の
が
目
標
で
す
。

　

家
族
や
友
人
と
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

と
き
／
３
月
６
日（
日
）
　
９
時
〜

ス
タ
ー
ト
／
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

参
加
料
／
１
人
１
，
０
０
０
円（
１

チ
ー
ム
２
人
〜
５
人
、
小
学
生
以
下

５
０
０
円
）

申
込
／
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
２
月

17
日（
木
）ま
で
に
持
参
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
用
紙
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
生
涯

学
習
課
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
０

FAX
０
５
５（
９
４
８
）１
４
７
０
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集問

管
財
営
繕
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
９

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
内
容
を
確
認
の
う
え
、
期
限

内
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
資
格

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と（
障
害
者
、
60
歳

以
上
の
人
、
Ｄ
Ⅴ
被
害
者
は
単
身
可
）

③
世
帯
の
合
計
所
得
額
か
ら
各
種
控
除
額

を
差
し
引
き
し
、
12
で
除
し
た
額
が

15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と（
障
害
者
、

60
歳
以
上
の
人
、
小
学
校
入
学
前
の
子
ど

も
が
い
る
人
は
21
万
４
千
円
以
下
）

④
持
ち
家
が
な
い
こ
と

⑤
現
在
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
で
す
。

◆
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
期
間

１
月
４
日（
火
）〜
14
日（
金
）（
平
日
の
み
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
の
配
布
・
受
付
は
、

管
財
営
繕
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）の
窓
口
の

み
で
行
い
ま
す
。郵
送
や
各
支
所
で
は
行

い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名称（住所） 建設年度 構造 募集戸数 家賃
旭平住宅
（下畑 630） 昭和61年度 PC造 2階建て

3DK（一般型） 4戸 15,200 円
～ 29,900 円

新帝産台住宅
（吉田 1021-8） 昭和57年度 PC造 2階建て

2DK（一般型） 1戸 14,800 円
～ 29,000 円

新鍋沢住宅
（三福 1051-2） 平成 2年度 RC造 5階建て

3DK（一般型）
1戸

（4階 1戸）
19,600 円
～ 38,600 円

帝産台住宅
（大仁 1-12） 昭和63年度

RC造 4階建て
3DK（一般型）
床面積 67.9㎡

1 戸
（4階 1戸）

17,800 円
～ 34,900 円

RC 造 4階建て
3DK（一般型）
床面積 67.4㎡

1 戸
（4階 1戸）

17,600 円
～ 34,600 円

RC 造 4階建て
3DK（一般型）
床面積 68.5㎡

2 戸
（3階1戸・4階1戸）

17,900 円
～ 35,200 円

RC 造 4階建て
3DK（一般型）
床面積 64.9㎡

1 戸
（4階 1戸）

17,000 円
～ 33,300 円

河東団地
（南條 78） 平成 7年度 RC造 3階建て

2DK（一般形）
1戸

（2階 1戸）
16,500 円
～ 32,400 円

◆入居者を募集する市営住宅　入居予定日：3月 1日（火）

1 月 9日（日）
冬の夜空に花火を打ち上げます！

問 伊豆の国市観光協会
☎ 055-948-0304

㉑

問障がい福祉課　
☎ 0558-76-8007   ℻ 0558-76-8029

夏の風物詩「伊豆の国花火大会」。令和 3年はオ
リンピックの開催や新型コロナウイルス感染症の
拡大で夏の実施を見送りましたが、来たる 1月 9
日（日）に冬の花火打ち上げを実施します。
　花火観覧における注意、新型コロナウイルス感染
症対策などは、伊豆の国市観光協会HPをご確認く
ださい。

とき／ 1 月 9 日（日）19 時 40 分頃～ 10 分間程度
　※雨天決行、荒天中止。
　※ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、
変更・中止の場合があります。

と ころ／千歳橋下流河川敷、伊豆中央高校前河川敷
で打ち上げ（いずれも予定）
　※観覧席や桟敷の設置はありません。

第
26
回

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

〜
ご
み
は
朝
８
時
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
〜

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

　

ご
み
の
収
集
は
、
１
日
か
け
て
市
内
の

各
集
積
所
を
種
類
ご
と
に
別
々
の
車
で
巡

回
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
カ
ン
の
日
に
出
さ
れ
た
ご
み
の

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」と「
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」と「
カ
ン
」は
別
々
の
車
で
収

集
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
収
集
が
終
了

し
た
種
類
の
ご
み
が
、
後
か
ら
出
さ
れ
た

結
果
、
そ
の
ご
み
が
集
積
所
に
残
っ
て
し

ま
い「
取
り
残
し
」と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
収
集
車
は
毎
回
同
じ
時
刻
に
収

集
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
道
路
状
況
や

そ
の
日
の
ご
み
の
量
に
よ
り
収
集
時
刻
は

前
後
し
ま
す
。
基
本
的
な
収
集
開
始
時
刻

で
あ
る
朝
８
時
ま
で
に
集
積
所
に
ご
み
を

出
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
し
、
そ
の
日
の
ご
み
の
収
集
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
各
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
直
接
搬
入（
平
日
９
時
〜
12

時
、
13
時
〜
15
時
ま
た
は
、
毎
月
第

１
・
第
３
日
曜
日
９
時
〜
12
時
）が
可

能
で
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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「
サ
ブ
ス
ク
契
約
のト

ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！
」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心

131○

伊豆の国市役所伊豆長岡庁舎
相談日：毎週月～金曜日、9：00 ～ 16：00
（12：00 ～ 13：00、年末年始・祝日は除く）

※相談員による相談は月・水・金曜日
問伊豆の国市消費生活センター ☎055-948-2901

【消費生活相談】 伊豆市役所（伊豆市小立野）
相談日：毎週火～木曜日、8：30 ～ 17：15
（12：00 ～ 13：00、年末年始・祝日は除く）

問伊豆市消費生活センター　☎ 0558-72-9858

（
文
と
絵
）　

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

　

通
販
サ
イ
ト
の
有
料
会
員
、
動

画
配
信
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ア
プ
リ
な
ど
多
様
な
契
約

で
、い
わ
ゆ
る
サ
ブ
ス
ク
契
約（
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
契
約
―
定
め

ら
れ
た
料
金
を
定
期
的
に
支
払
う

こ
と
に
よ
り
、
一
定
期
間
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
）の
方
法
に
よ

る
場
合
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
サ
ブ
ス
ク
契
約
の
典

型
的
な
ト
ラ
ブ
ル
は
、
当
初「
無

料
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
」な
ど
と
表

示
が
あ
っ
た
た
め
、
試
し
に
申
し

込
み
を
し
た
と
こ
ろ
、
一
定
期
間

経
過
後
に
自
動
的
に
有
料
の
継
続

契
約
に
移
行
し
、
継
続
的
に
費
用

が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
さ
れ

る
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

「
興
味
が
あ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
、

さ
っ
そ
く
申
込
み
。」と
ク
リ
ッ
ク

す
る
前
に
、
今
一
度
、
契
約
内
容

を
慎
重
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 地域づくり推進課
☎ 055-948-1412

どのような活動をしていますか？
アイガモ農法による米づくりや無農薬のさつまい

もづくりといった活動を通じて、子どもたちへの食
育や地域づくりに取り組んでいます。栽培するお米
は、もち米とうるち米で、収穫したもち米を使って
地域の人と一緒に餅つきも実施しています。

活動を通じてうれしかったことは？
　子どもたちには、収穫したうるち米のおにぎり
や飼育したアイガモを鴨鍋にして食べてもらった
こともありました。子どもたちにとっても貴重な
体験であったと思います。普段は作文が苦手で書
けなかった子が、たくさん作文を書けたと先生か
ら言われたことはうれしかったです。

活動で大切にしていることは？
地域おこし体験を通じて、人と人との心のふれ

あいや絆づくりを大切にしています。次の世代を
担う子どもたちには、太陽の光を浴びて耕作して
もらいたい、同時に命の大切さを学んでもらいた
いと思います。

読者へのメッセージ
　私たちの活動は、2012年から仲間と仲良く穏
やかに続けてきました。継続は力なりと言います
が、長く活動を
続けるためには
自分たちが楽し
むことが大切で
す。こういった
市民活動は、ぜ
ひ伊豆の国市全
体に広がってほ
しいです。 ▲アイガモ農法の様子

　　　　　　　　　　　江間みのり会　 　　　  代表 朝香一　☎ 090-4261-3920

国
際
交
流
員
が
モ
ン
ゴ
ル
を
紹
介
！

連
載

第
46
回　
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

Ｎ
ｅ
ｗ

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
！

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
う
ら
ら
か
な
新
春
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
ご
壮
健
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

冬
も
大
好
き
で
す
が
、
新
春
と
い
う
言

葉
を
聞
く
だ
け
で
、
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
。
今
モ
ン
ゴ
ル
の
気
候
は
極
寒
の

冬
季
に
あ
た
り
、
毎
日
凍
え
る
よ
う
な
寒

さ
で
、
春
の
訪
れ
に
は
ま
だ
ま
だ
早
い
で

し
ょ
う
。
伊
豆
の
冬
は
モ
ン
ゴ
ル
の
春
季

の
よ
う
な
気
候
で
、
私
は
時
折
、
雪
が
恋

し
く
な
り
ま
す
が
、
雪
が
積
も
っ
て
い
る

富
士
山
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
な
ん
だ
か

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
日
本
モ
ン
ゴ
ル
外
交
関

係
樹
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を

迎
え
ま
す
。
昨
年
、
７
月
に
行
わ
れ
た
両

国
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
２
０
２
２
年
を

「
青
少
年
交
流
促
進
年
」と
し
ま
し
た
。

　

伊
豆
の
国
市
は
、
平
成
27
年
８
月
５
日

に
モ
ン
ゴ
ル
国
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
ソ
ン

ギ
ノ
ハ
イ
ル
ハ
ン
区
と
都
市
交
流
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
柔
道
モ
ン
ゴ
ル
代
表

チ
ー
ム
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
交

流
の
一
環
で
、
伊
豆
の
国
市
友
好
都
市
交

流
協
会
は
平
成
28
年
度
よ
り
、
市
内
中
学

生
を
対
象
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
国
を
訪
問

す
る
海
外
研
修
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
２
年
間
の
研
修
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
毎

年
数
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
同
年
代
の
外

国
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
、
日
本
と
は

違
う
風
土
や
文
化
を
肌
で
感
じ
る
良
い
体

験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
事
業
に
参
加
し
た
中
学
生
の
多
く

は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
今
ま
で
抱
え
て

き
た
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
た
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
言
葉
が
重
要
で
す

が
、
言
葉
以
上
に
大
切
な
こ
と
は「
自
分

か
ら
知
ろ
う
と
し
、
理
解
し
よ
う
と
す

る
事
」だ
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て

言
葉
や
文
化
は
違
っ
て
も
心
が
通
じ
合
え

る
、
モ
ン
ゴ
ル
に
行
っ
た
こ
と
で
日
本
の

良
さ
を
見
つ
け
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
、

な
ど
の
感
想
が
印
象
的
で
し
た
。

　

先
月
開
催
さ
れ
た
伊
豆
の
国
市
柔
道
連

盟
主
催
、「
伊
豆
の
国
市
長
杯
第
６
回
伊

豆
の
国
市
少
年
柔
道
錬
成
大
会
」で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
モ
ン
ゴ

ル
国
か
ら
の
参
加
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
し
た
。
し
か
し
来
年
は
楽
し
く
交
流

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
声
を

多
く
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
交
流
事
業
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
国
際
的
な
視

野
を
広
げ
て
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
私
も
負
け
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
持
ち
続
け
、
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
一
年
に
し
た
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
バ
ヤ
ル
タ
ェ
。

問
市
長
公
室

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

モンゴルクイズ（答え）
モンゴル人は羊肉を一番多く食べますが、つ
ぎに多く食べられるのは何肉でしょうか？

①豚肉、②鶏肉、③牛肉、④馬肉

正解は、③牛肉でした。
モンゴルでは、羊肉→牛肉
→馬肉→鶏肉→豚肉の順で
よく食べられています。▲平成30年にモンゴル国を訪問した中学生
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問 文化財課　☎ 055-948-1428

こ
れ
ま
で
義
時
の
生
涯
や
関
連
す
る
文

化
財
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
２
回
ほ
ど
、
義
時
の
人

柄
が
わ
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　

鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
た
頃
の
義
時
は
、

源
頼
朝
に
側
近
と
し
て
仕
え
て
い
ま
し

た
。
頼
朝
か
ら
特
別
に
厚
い
信
頼
を
受
け

た
若
手
の
家
臣
11
人
の
１
人
に
選
ば
れ
、

寝し
ん
じ
ょ所

の
警
護
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

頼
朝
の
主
催
す
る
巻
狩
で
は
、「
弓き
ゅ
う
ば馬

に

達
者
な
者
22
人
」に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
頼
朝
と
義
時
の
信
頼
関
係

や
親
し
さ
を
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

『
吾あ
づ
ま
か
が
み

妻
鏡
』か
ら
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
吾
妻
鏡
』は
、
鎌
倉
幕
府
の
記
録
を
詳

細
に
記
し
た
歴
史
書
で
す
が
、
時
に
は
人

柄
を
垣
間
見
ら
れ
る
話
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

義
時
が
30
歳
く
ら
い
の
こ
と
で
す
。
武

蔵
国
の
御
家
人
、
比ひ

き企
氏
の
娘
で
、「
姫ひ

め

の
前ま

え

」と
い
う
大
変
美
し
い
官か

ん
じ
ょ女（

幕
府

に
勤
め
る
女に
ょ
か
ん官
）が
い
ま
し
た
。
義
時
は

姫
の
前
に
恋
を
し
て
、
何
度
も
手
紙
を
送

り
ま
し
た
が
、
相
手
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
を
知
っ
た
頼
朝
が
仲
介
し
て
、

義
時
が「
決
し
て
離
婚
は
し
ま
せ
ん
」と

い
う
誓
約
書
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
結
婚

が
成
立
し
た
と
い
う
話
で
す
。

　

現
代
の
社
内
結
婚
に
も
通
じ
る
、
な
ん

と
も
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
２

人
の
間
に
は
、
朝と
も
と
き時

、
重し

げ
と
き時

と
い
う
２
人

の
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
10
年
後

に
北
条
氏
と
比
企
氏
が
敵
対
す
る「
比
企

の
乱
」が
起
こ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
離
縁

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
姫
の
前
の
消

息
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
は
、
頼
朝
の
有
名
な
浮
気
問

題
、「
亀か
め

の
前ま

え

事
件
」の
話
で
す
。
寿じ

ゅ
え
い永

元

（
１
１
８
２
）年
で
す
か
ら
、
ま
だ
頼
朝
が

鎌
倉
を
本
拠
地
と
し
て
間
も
な
い
頃
、「
亀

の
前
」と
い
う
女
性
と
浮
気
し
、
鎌
倉
郊
外

の
小こ
つ
ぼ坪（

逗
子
市
）に
住
ま
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
継
母
で
あ
る
牧ま
き

の
方か

た

か

ら
聞
い
た
政
子
が
激
怒
し
、
亀
の
前
の
住

ま
い
を
牧
の
方
の
父（
ま
た
は
兄
）で
あ
る

〔番外編①〕

牧ま
き
む
ね
ち
か

宗
親
に
命
じ
て
破
壊
さ
せ
ま
し
た
。（
※
）

今
度
は
頼
朝
が
怒
り
、
宗
親
を
激
し
く

叱し
っ
せ
き責

し
、
屈
辱
を
与
え
た
と
言
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
牧
の
方
、
そ
し
て
夫
で
あ

る
時
政
も
黙
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
頼
朝

に
当
て
つ
け
る
よ
う
に
、
家
臣
た
ち
を
連

れ
て
伊
豆
に
引
き
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

挙
兵
以
来
の
大
事
な
後
ろ
盾
で
あ
る
時

政
を
怒
ら
せ
た
こ
と
に
慌
て
た
頼
朝
は
、

義
時
の
態
度
が
気
に
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に

義
時
が
鎌
倉
に
留
ま
っ
て
い
る
か
を
家
臣

に
確
認
さ
せ
、
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
義
時
に
向
か
っ
て
、「
私
の
気
持
ち

を
察
し
て
、
父
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
は

感
心
な
こ
と
だ
。
今
後
、
源
氏
の
子
孫
を

守
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
褒ほ
う
び美

は
追
っ
て

与
え
よ
う
。」と
話
し
か
け
ま
し
た
。
義

時
は
何
も
意
見
を
言
わ
ず
、「
か
し
こ
ま

り
ま
し
た
」と
言
っ
て
退
出
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
義
時
を
信
頼
し
、
頼
り
に
思

う
頼
朝
と
、
頼
朝
に
忠
実
な
義
時
の
立
場

が
よ
く
わ
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

※  

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
先
妻
ま

た
は
本
妻
が
、
後
妻
や
側
室
の
家
を

襲
撃
す
る「
後う

わ
な
り
う

妻
打
ち
」と
い
う
風
習

が
あ
っ
た
。
政
子
の
行
動
は
こ
の
風

習
に
よ
る
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
。

宝
ほうかいじ

戒寺（鎌倉市小町）
義時の小町邸は宝戒寺周辺にあったとされ、
義時の死後も代々北条家嫡流に受け継がれた
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11 月 13 日　わたしの主張発表大会を開催

子どもたちが自分の思いを発表

　令和3年度伊豆の国市わたしの主張発表大会を韮山

時代劇場で開催しました。同大会は、夢や希望、社会

への訴えなど、子どもたちが日ごろ考えていることを

言葉で伝えてもらおうと、毎年行っています。

　今回は、市内小中学生あわせて9人がそれぞれ自分

の視点で主張を発表。SDGsや動物の命、ジェンダー

平等などをテーマとした力強い発表に、来場者は真剣

な表情で聞き入っていました。 自分の思いを来場者の前で発表

個性あふれる作品が多く出展されました

反射炉が花いっぱいに

　「花咲く伊豆の国フェア 2021in 韮山反射炉」のお

披露目式を、韮山反射炉前芝生広場で開催しました。

　コンテスト受賞者の表彰や、ジャズバンドの生演奏

に合わせた伊豆の国音頭の披露などが行われました。

　フェアは、11 月 10 日～ 20 日まで開催され、コ

ンテスト受賞作品をはじめとするコンテナガーデンや

ハンギングバスケットの展示、ミニワークショップの

開催など、内容盛りだくさんの内容となりました。

11 月 13 日「花咲く伊豆の国フェア 2021in 韮山反射炉」を開催

市の安全・安心の確保のために
11月 2日　日本郵便株式会社と包括連携協定を締結
　市と日本郵便株式会社は、地域の活性化および市民

サービスの向上を図ることを目的に、包括連携協定を

締結しました。この協定により、市内の郵便局の局員

が業務中に配達などをする際に、事件・事故・その他

の異変を発見した際には、発見者が速やかに関係機関

へ通報・連絡を行います。締結式で、山下市長は「市

の安全・安心の確保に関して、協力をいただき、とて

も心強い。」と感謝の言葉を述べました。 協定書を手に記念撮影

手づくりの品を楽しむ
11月 3日　手作りマーケット Vol.3 が開催
　手作りマーケットVol.3が、韮山反射炉ガイダンス

センター前芝生広場で開催されました。このイベント

は、観光まちづくりに取り組む「ひとつなぎ伊豆の

国。」が開催。この日は、アクセサリーなどの手作

り雑貨の販売や、ワークショップなど35店をフリー

マーケット形式で出店。家族連れなど約1,300人が

会場を訪れ、イベントを楽しんでいました。次回は、

1月8日にポップコーンマルシェとコラボ開催決定。多くの人でにぎわう韮山反射炉

未来の温泉場についてグループで話し合い

10 月 28 日　長岡南小 5年生が景観まちづくり学習を実施
　10 月 28 日、長岡南小学校の 5 年生が景観まちづ

くり学習を実施しました。

　この日は、10 月 15 日に実施したフィールドワー

クの写真や感想をもとに、景観を通して「未来の温泉

場」がどのようになったら良いのかをグループごとに

まとめ、発表しました。発表では、「あやめ小路は道

の周りに木を植えたりライトアップをするときれいな

通りになる」などのアイデアがたくさん出ていました。

より良いまちを考える

市消防団が、韮山運動公園で中継訓練を実施しました。

中継訓練とは、火元から防火水槽が離れていることを想定

し、複数のポンプ車を連結して放水する訓練のことです。

　今回は、韮山運動公園へ向かう道路からポンプ車

12 台を連結し、韮山運動公園野球場バックスクリー

ン裏の火元に向け放水を行いました。駿東伊豆消防本

部の協力のもと、実際の火災の時に、あわてることな

く消火活動が行えるよう訓練を実施しました。

11 月 14 日　伊豆の国市消防団が中継訓練を実施

実際の火災を想定し訓練を実施

火元に向かって放水する団員

11 月 6日　「IZUCCO vol.2」完成発表会が開催
子どもたちが取材の成果を発表

　子どもたちが、さまざまな業種のプロたちと協力し

ながら自分たちの住むまちを取材し、子どもならでは

の目線で、地域の情報誌をつくる「コロマガプロジェ

クト」。その伊豆の国市版となる「IZUCCO vol.2」の

完成発表会が、道の駅伊豆のへそで開催されました。

　発表会では、取材・体験した内容がまとめられた

冊子を手に、1ページずつ紹介しました。子どもたち

は、緊張しながらも一生懸命発表をしていました。 完成した冊子を手に記念撮影

11 月 18 日　成和建設㈱がベンチなどを香山寺に寄贈
ベンチで笑顔の輪を広げよう

　11月18日、成和建設㈱がサイクルラックとベンチ

を香山寺（韮山山木）に寄贈しました。これは、地域

住民や観光客をおもてなししようと、市や関連団体が

進めている取り組み「サイクルラックプロジェクト」

および「ベンチプロジェクト」の一環として実施され

ました。

　サイクルラックは、香山寺のほか、北条ゆかりの地

6カ所に設置予定です。 寄贈されたベンチに座り記念撮影



23 2022.1.1 222022.1.1

伊
豆
の
国ト

マ
ト
マ
ル
シ
ェ

　

伊
豆
の
国
市
が
、
静
岡
県
最
大

の
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
各
種
ト
マ
ト

の
販
売
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
品
の
販

売
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理
や
加

工
品
の
試
食
販
売
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
30
日（
日
）９
時
〜

14
時

と
こ
ろ
／
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ（
韮

山
山
木
54
‐
３
）

料
金
／
入
場
無
料

そ
の
他
／
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
果
菜
委
員
会

☎
０
５
５（
９
４
９
）０
０
５
５

伝
統
を
守
る

伊
豆
長
岡
温
泉
ま
ゆ
玉
の
里

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
お
も
て
な
し

の
心
を
こ
め
て
、
一
つ
一
つ
手
作

り
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
17
日（
月
）〜
３
月
14

日（
月
）10
時
〜
16
時（
体
験
受

付
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
サ
ン
バ
レ
ー
富

士
見
特
設
会
場

内
容
／
ま
ゆ
玉
飾
り
や
干
支
、
市

の
名
産
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
の
展
示
・
販
売
ま
ゆ
玉
作
り

体
験（
キ
ッ
ト
代
別
途
）な
ど

料
金
／
入
場
無
料（
駐
車
場
有
）

そ
の
他
／
期
間
中
、
豪
華
ひ
な
壇

飾
り
を
同
時
開
催

問  

伊
豆
長
岡
ま
ゆ
玉
の
会（
伊
豆

の
国
市
観
光
協
会
）

☎
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

報
告
会
開
催
！

　

３
名
の
協
力
隊
員
が
こ
れ
ま
で

ど
ん
な
活
動
を
し
、
何
を
感
じ
、

こ
れ
か
ら
何
を
し
て
い
く
の
か
を

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
活
動

発
表
の
他
、
卒
業
し
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
を
招
き
、
座
談
会
も

開
催
予
定
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
25
日（
火
）13
時
30

分
〜
15
時

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル

申
込
／
無
料（
予
約
不
要
）

問  

観
光
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
う

た
を
楽
し
も
う
！

家
で
で
き
る
楽
し
い
わ
ら
べ
う

た
を
紹
介
し
ま
す
。読
み
聞
か
せ
活

動
者
向
け
の
講
座
も
行
い
ま
す
。

と
き
／
２
月
19
日
（
土
）
①
９
時

30
分
〜
９
時
50
分
、
②
10
時
〜

10
時
20
分
、
③
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室

内
容
／
①
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
わ

ら
べ
う
た
、
②
子
ど
も
と
一
緒

に
わ
ら
べ
う
た
、
③
手
遊
び
わ

ら
べ
う
た
講
座

対
象
／
①
０
歳
児
〜
２
歳
児
親
子

10
組（
先
着
順
）、②
３
歳
児
〜
５

歳
児
親
子
10
組（
先
着
順
）、③
読

み
聞
か
せ
活
動
者
20
名（
先
着
順
）

料
金
／
無
料

　各行事は、新型コロナ
ウイルスの影響で中止
となる場合があります。

2 0 2 2 年
令和  4 年 － 1 月－

休日の診療医
9：00～ 17：00

事前に病院・田方中消防署へ電話、
または田方医師会HPでご確認くださ
い。診療医が変わる場合があります。
▶田方中消防署   ☎ 0558-76-0119
▶田方医師会HP
　http://www.tagata-ishikai.jp/

1
（
土
・
祝
）

▶ 長岡リハビリテーション病院　
（長岡／内・神経内・リハ／　　
☎ 055-948-0555）
▶ 伊豆慶友病院（伊豆市／整外・内
　／☎ 0558-85-1701）

2
（
日
）

▶ 伊豆平和病院（函南町／内・整／
☎ 055-974-1355）

▶   JA 静岡厚生連リハビリテーショ
ン中伊豆温泉病院（伊豆市／内・
整外・外／☎ 0558-83-3333）

3
（
月
）

▶ 慈広会記念病院（長岡／内・リハ／
☎ 055-947-0511）

▶  中島病院（伊豆市／小児・内／　
☎ 0558-87-0333）

9
（
日
）

▶ 函南平出クリニック（函南町／
小児／☎ 055-978-1366）

▶ 中島病院（伊豆市／小児・内／　
☎ 0558-87-0333）

10
（
月
・
祝
）

▶ くきの皮膚科（四日町／皮膚／
☎ 055-940-2000）

▶  つちやクリニック（田京／内・　
消化器・循環器／☎ 0558-77-
1511）

16
（
日
）

▶ 河野内科医院　（南條／内・循環
器／☎ 055-940-2355）

▶ 中島病院（伊豆市／小児・内／　
☎ 0558-87-0333）

23
（
日
）

▶ 伊豆平和病院（函南町／内・整／
☎ 055-974-1355）

▶  大仁クリニック（大仁／整外・外・
内／☎ 0558-76-2556）

30
（
日
）

▶ 江間クリニック（南江間／外・脳
外・内／☎ 055-947-1238）

▶  南雲整形外科（伊豆市／整外／　
☎ 0558-72-3111）

講
師
／
杉
山
恵
子
氏（
県
子
ど
も

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
／
１
月
６
日（
木
）〜
中
央

図
書
館
受
付
ま
た
は
、
電
話
で

問  

中
央
図
書
館

☎
０
５
５（
７
６
）５
５
６
６

ナ
ー
ス
の
お
仕
事
フ
ェ
ア

と
き
／
２
月
26
日（
土
）13
時
〜

15
時
30
分

と
こ
ろ
／
三
島
商
工
会
議
所
４
階

会
議
室

内
容
／
地
域
の
医
療
機
関
が
仕
事

を
紹
介

対
象
／
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
な

い
、
転
職
を
考
え
て
い
る
看
護

職
免
許
保
有
者
、
看
護
学
生

料
金
／
無
料

問  

静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４（
２
０
２
）１
７
６
１

家
族
の
た
め
の
精
神
保
健

福
祉
講
座

心
の
病
気
や
障
害
に
つ
い
て
共

に
学
び
、
支
え
合
い
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ

る
配
信
講
座
を
行
い
ま
す
。

と
き
／
１
月
19
日（
水
）15
時
〜

１
年
間

対
象
／
心
の
病
気（
主
に
統
合
失

調
症
）を
抱
え
る
人
の
家
族

視
聴
方
法
／
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
リ
ン
ク

問  

静
岡
県
東
部
保
健
所
福
祉
課

☎
０
５
５（
９
２
０
）２
０
８
７

家
庭
生
活
支
援
員養

成
研
修

と
き
／
２
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ
／
沼
津
労
政
会
館（
沼
津

市
）２
階
第
２
会
議
室

対
象
／
家
庭
生
活
支
援
員
と
し
て
、

生
活
援
助
や
子
育
て
支
援
で
活

動
見
込
み
の
人
15
人（
先
着
）

申
込
／
２
月
４
日（
金
）ま
で
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
託

児
の
有
無
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

メ
ー
ル（boshikafu7@apricot.

ocn.ne.jp

）で

そ
の
他
／
資
格
取
得
に
は
２
日
間

の
受
講
が
必
要
で
す
。

問  （
公
社
）静
岡
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

☎
０
５
４（
２
５
４
）５
２
２
０

℻
０
５
４（
２
５
４
）０
０
５
６

長
岡
温
水
プ
ー
ル

各
種
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
教
室

①
大
人
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
教
室

と
き
／（
毎
週
火
曜
日
）大
人
初

心
者
〜
上
級
10
時
〜
11
時
、大

人
初
心
者
19
時
〜
20
時
、（
毎

週
金
曜
日
）大
人
初
心
者
〜
上

級
19
時
〜
20
時
、（
毎
週
木
曜

日
）大
人
初
心
者
〜
中
級
９
時

45
分
〜
10
時
45
分

料
金
／
１
回
１
，１
０
０
円

②
ケ
イ
キ
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
教
室

と
き
／（
毎
週
火
曜
日
）初
級
〜

上
級
18
時
〜
19
時
、（
毎
週
土

曜
日
）初
級
12
時
〜
13
時
、
中

級
13
時
15
分
〜
14
時
15
分
、
上

級
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

料
金
／
１
回
５
５
０
円（
幼
児
）、

１
，１
０
０
円（
小
中
学
生
）

③
お
た
め
し
Ｈ
ｕ
ｌ
ａ
教
室

と
き
／（
第
１
・
３
土
曜
日
）11
時

15
分
〜
11
時
45
分

内
容
／
大
人
も
子
供
も
参
加
可
能
。

ス
テ
ッ
プ
の
基
本
を
習
い
ま
す
。

料
金
／
１
回
５
５
０
円

【
各
教
室
共
通
】

持
ち
物
／
パ
ウ
ス
カ
ー
ト
ま
た
は

パ
レ
オ
（
レ
ン
タ
ル
あ
り
）、
飲

み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
込
／
前
日
ま
で
に
プ
ー
ル
受
付
で

問
長
岡
温
水
プ
ー
ル

☎
０
５
５（
９
４
７
）０
１
７
６

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
２
０
２
２
年
度

４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と

き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

出
願
期
間
／
第
１
回
２
月
28
日

（
月
）ま
で
、
第
２
回
３
月
15

日（
火
）ま
で

そ
の
他
／
資
料
請
求
無
料

問
放
送
大
学
静
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
９
８
９
）１
２
５
３

防
衛
省
採
用
試
験
案
内

募
集
内
容
／
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
32
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予

定
月
の
１
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
に

達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、
33

歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
）

試
験
日
／
１
月
29
日（
土
）

受
付
期
間
／
12
月
13
日（
月
）〜

令
和
４
年
１
月
21
日（
金
）

問  

自
衛
隊
三
島
募
集
案
内
所

☎
０
５
５（
９
８
９
）９
１
１
１

フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ

各
種
教
室
の
お
知
ら
せ

　

①
運
動
不
足
や
心
の
栄
養
に
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
し
よ
う
！
、
②
ス
ロ

ー
テ
ン
ポ
の
曲
に
乗
せ
て
ス
ロ
ー

タ
ヒ
チ
ア
ン
を
踊
ろ
う
！

と
き
／
①
１
月
15
日（
土
）10
時

〜
11
時
30
分
、
②
１
月
29
日

（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
あ
や
め
会
館
１
階
和
室

料
金
／
各
回
３
０
０
円

持
ち
物
／
マ
ス
ク
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

ス
カ
ー
ト
、
飲
み
物

講
師
／
瀬
川
き
よ
美
氏

申
込
／
電
話
ま
た
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
で

問
オ
ル
マ
カ
ニ
フ
ラ
ハ
ー
ラ
ウ

☎
０
９
０（
１
４
７
０
）２
５
５
９

令
和
４
年
度（
公
財
）

イ
ハ
ラ
サ
イ
エ
ン
ス
中
野

記
念
財
団
奨
学
生
募
集

応
募
資
格
／
市
内
在
住
ま
た
は
、

市
内
・
近
郊
出
身
の
①
大
学

生
（
工
学
部
系
又
は
文
系
学

部
）、
②
高
校
生（
学
科
な
ど

の
指
定
な
し
）

募
集
人
数
／
①
②
と
も
に
３
人
程
度

給
付
額
／
①
月
額
２
万
円
、
②
月

額
１
万
円

期
限
／
３
月
31
日（
木
）
ま
で

そ
の
他
／
提
出
書
類
、
応
募
方
法

な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

問  

イ
ハ
ラ
サ
イ
エ
ン
ス
中
野
記

念
財
団
事
務
局

☎
０
３（
６
７
２
１
）６
９
８
８ ▲東部健康福祉

センターHP
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問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

6
日（
木
）
●
の
び
の
び
相
談
会（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）※
要
予
約

14
日（
金
）
●
４
カ
月
児
離
乳
食
教
室（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

18
日（
火
）
●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

19
日（
水
）
●
６
カ
月
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
火
）
●
１
歳
児
相
談（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
３
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

26
日（
水
）
●
２
歳
児
健
診（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
金
）
●
２
歳
６
カ
月
児
フ
ッ
素（
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

市
が
行
う
保
健
事
業
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
人

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。利
用
の
際
は
、

施
設
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
時
間
５
組
程
度
）

■
そ
の
他

　

誕
生
月
に
、
バ
ー
ス
デ
イ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（           

）

　

制
作
キ
ッ
ト
や
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。        

  
   

開
館
時
間
／
９
時
〜
11
時
、
13
時
〜
14
時
30
分

1
月

す
み
れ
広
場　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
)０
８
２
３

た
ん
ぽ
ぽ
広
場　

☎
０
５
５
８（
７
６
）６
０
０
６

こ
ど
も
広
場　
　

☎
０
５
５
８（
７
６
）１
３
４
６

11
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
〜
10
時
20
分

13
日（
木
）

す
く
す
く
タ
イ
ム
ミ
ニ

10
時
45
分
〜
11
時

14
日（
金
）

リ
ズ
ム
遊
び

10
時
〜
10
時
20
分

18
日（
火
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

（
1
月
4
日
予
約
開
始
）

9
時
30
分
〜
10
時

11
時
〜
11
時
45
分

20
日（
木
）

お
は
な
し
会

10
時
10
分
〜
10
時
30
分

21
日（
金
）

食
育
教
室

10
時
〜
11
時

25
日（
火
）

お
は
な
し
会

10
時
〜
10
時
20
分

26
日（
水
）

誕
生
日
会

ベ
ビ
ー
リ
ズ
ム

（
1
月
17
日
予
約
開
始
）

10
時
〜
10
時
15
分

10
時
30
分
〜
11
時

27
日（
木
）

す
く
す
く
タ
イ
ム

（
節
分
・
2
部
制
）
10
時
〜
11
時
30
分

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

と
き
／
１
月
12
日
（
水
）、
19
日

（
水
）13
時
〜
15
時

と
こ
ろ
／
東
海
税
理
士
会
三
島
支

部
税
務
指
導
所（
三
島
市
大
宮

町
３
丁
目
20
‐
21
）

問
東
海
税
理
士
会
三
島
支
部

☎
０
５
５（
９
７
２
）１
６
６
８

全
国
一
斉生

活
保
護
相
談
会

　

静
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

は
、
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
１
月
30
日（
日
）10
時
〜

16
時

電
話
番
号
／
０
１
２
０（
０
５
２
）

０
８
８（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

料
金
／
無
料

そ
の
他
／
秘
密
厳
守

問
静
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
５
０（
５
２
１
５
）８
５
０
５

の
び
の
び
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

予
約
制
で
お
子
さ
ん
の
発
育
・

発
達
の
確
認
を
し
ま
す
。
相
談
な

ど
が
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
計
測
の
み
の
利

用
も
で
き
ま
す
。

と
き
／
２
月
３
日（
木
）午
前
９

時
〜
午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ
／
韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン

タ
ー

内
容
／
計
測（
身
長
・
体
重
な
ど
）、

保
健
相
談
、
栄
養
相
談
な
ど

対
象
／
０
歳
〜
幼
稚
園
入
園
ま
で

の
親
子（
市
民
）

申
込
／
健
康
づ
く
り
課
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

そ
の
他
／
予
約
し
な
い
で
来
所
さ

れ
た
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
傷
病
手
当

適
用
期
間
の
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
等
し
た
場
合
に
、
そ
の
療

養
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
日
に
対
す
る
傷
病
手

当
の
適
用
期
間
が
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
／
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い

る
人（
被
用
者
）で
あ
っ
て
、

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
ま

た
は
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者

そ
の
他
／
申
請
方
法
や
必
要
書
類

は
、
担
当
課
ま
で
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
令
和

４
・
５
年
度
入
札
参
加
資

格
承
認
申
請
の
定
期
受
付

期
間
／【
郵
送
に
よ
る
提
出
】２

月
１
日（
火
）〜
28
日（
月
）（
当

日
消
印
有
効
）、【
持
参
に
よ
る

提
出
】
２
月
１
日（
火
）〜
28

日（
月
）９
時
〜
12
時
、
13
時

〜
17
時（
平
日
の
み
）

と
こ
ろ
／
駿
東
伊
豆
消
防
本
部
企

画
課（
沼
津
北
消
防
署
３
階
）

登
録
有
効
期
間
／
令
和
４
年
４
月

１
日（
金
）
〜
令
和
６
年
３
月

31
日（
日
）

申
請
書
類
／
駿
東
伊
豆
消
防
組
合

Ｈ
Ｐ
に
て
令
和
４
年
１
月
17
日

（
月
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問  

駿
東
伊
豆
消
防
本
部
消
防
部

企
画
課

☎
０
５
５（
９
２
０
）９
１
１
９

「
静
岡
県
特
定
最
低
賃
金
」

改
正
の
お
知
ら
せ

【
地
域
別
最
低
賃
金
】

　

静
岡
県
最
低
賃
金
９
１
３
円

（
令
和
３
年
10
月
２
日
発
効
）

【
特
定
最
低
賃
金
】

▼
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
、
ゴ
ム
ベ

ル
ト
・
ゴ
ム
ホ
ー
ス
・
工
業
用

ゴ
ム
製
品
製
造
業
９
１
５
円

▼
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
製
造
業

９
５
４
円

▼
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用

機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器

具
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

９
７
０
円

▼
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
・
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
９
３
９

円（
令
和
３
年
12
月
20
日
発
効
）

問
静
岡
県
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
４（
２
５
４
）６
３
１
５

期
間
は
１
月
ま
で
！
歯
周
病

検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

田
方
歯
科
医
師
会
歯
科
医
院
で
、

自
己
負
担
１
０
０
円
で
歯
周
病
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
の
際
に
は
、
５
月
に
配
布

し
た
成
人
健
康
診
査
受
診
票
用

シ
ー
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

歯
み
が
き
だ
け
で
は
、
歯
周
病

は
防
げ
ま
せ
ん
。
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ

ラ
シ
で
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
（
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
）の
汚
れ
を
残
さ
な
い
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
！
こ
の
機
会
に
歯
科
医

院
で
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

終
了
間
近
！「
い
ず
の
く

に
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」

　

健
康
を
意
識
し
た
生
活
を
し

て
、【
い
ず
の
く
に
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
】に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
応
募

す
る
と
、「
ふ
じ
の
く
に
健
康
い

き
い
き
カ
ー
ド
」を
渡
し
ま
す
。

　

県
内
の
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
協
力

店
で
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
応
募
者
の
中
か
ら

抽
選
で
素
敵
な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ト
の
入
手
方
法
／

①
健
康
づ
く
り
課
、
市
内
公
共

施
設
に
配
架（
切
手
不
要
で
郵

送
で
の
応
募
が
可
能
）、
②
市

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
の
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド（
ハ
ガ
キ
と
し
て
使
用

不
可
の
た
め
、
応
募
は
健
康
づ

く
り
課
窓
口
へ
持
参
）

対
象
／
18
歳
以
上
の
伊
豆
の
国
市

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
／
２
月
28
日

（
月
）ま
で

応
募
締
切
／
３
月
４
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

　

１
月
11
日（
火
）に
、
児
童
扶

養
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
指
定
口

座
に
２
カ
月
分（
11
月
〜
12
月
分
）

の
児
童
扶
養
手
当
を
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
12
日（
水
）
以
降
に
、

口
座
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問  

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

▲健康マイレージ
リーフレット
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毎
年
恒
例
、広
報
１
月
号
の「
笑

う
門
に
は
福
来
た
る
」。

　

今
回
は
、
２
０
０
を
超
え
る
た

く
さ
ん
の
笑
顔
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ど
の
写
真
も
、
見
て
い
る
人

ま
で
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
る
写
真

ば
か
り
。
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

本
年
も
、笑
顔
の
花
が
咲
く
、す

て
き
な
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。▲令和3年広報1月号

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
中
は
、

皆
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
に
と

て
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
ど
ん
な
と
き

も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
大

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、

毎
年
新
年
早
々
、
風
邪
を
引

い
て
寝
込
ん
で
い
る
の
で
、

今
年
の
目
標
は
、
風
邪
を
引

か
ず
に
、
１
年
を
乗
り
切
る

に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
！
司

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

ヒントは広報紙の中に。

全部読めばわかるかも。

●
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
た
ら
、
ず
っ
と
行
け
な
か

っ
た
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。

（
三
福
・
35
歳
・
女
性
）

●
久
し
ぶ
り
に
、
守
山
に
登
り

ま
し
た
。
な
ん
と
か
頂
上
に

た
ど
り
着
け
ま
し
た
。

（
南
江
間
・
78
歳
・
男
性
）

●
大
根
が
元
気
に
育
っ
て
ま

す
。
緑
の
葉
を
見
る
と
、
心

も
目
も
ス
ッ
キ
リ
。

（
四
日
町
・
64
歳
・
女
性
）

（
南
江
間
・
９
歳
・
女
性
）

●
伊
豆
の
名
産
、
大
い
に
食
し

ま
す
。（

天
野
・
76
歳
・
女
性
）

●
大
河
ド
ラ
マ
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。

（
田
京
・
13
歳
・
男
性
）

●
反
射
炉
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
が
で
き
て
、
も
う
５
年
も

経
っ
た
の
で
す
ね
。

（
多
田
・
74
歳
・
男
性
）

▼
ほ
か
に
も

　

広
報
紙
へ
の
感
想
や
身
近
な

話
題
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
広
報
12
月
号
を
読
ん
で

●
食
品
ロ
ス
の
記
事
を
読
み
、

食
べ
残
し
は
や
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

たくさんのお便り、ありがとうございました。
引き続き、皆さんからのお便りお待ちしています。

毎月、正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレゼント！
応 募方法／①クイズの答えと住所、氏名（ふりがな）、年齢、
②広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え、
1月 13 日（木）までに郵送（必着）またはメールでご応募く
ださい。ご意見などは、広報などで紹介する場合があります。

申込先／市長公室（〒410‐2292　長岡 340‐1）
　　　　info@city.izunokuni.shizuoka.jp

先月の答え／ 北
ほうじょうよしとき

条義時の素
すがお

顔
　　　　　　   正解者は 34 ／ 35 人
図書カード当選者：順不同・敬称略／
　船迫洋己、種部哲朗、楢崎英里佳、西島楓翔、水谷恭子
＊当選者へのプレゼントは、1月末までに発送予定です。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

市の人口（12月１日現在）
※（　）内は先月比　単位：人

住民登録人口 47,581 （-5）
世帯 21,367 （+5）

男：23,016（+2）女：24,565（-7）

市内ごみ・CO2 排出量（10月）
※（　）内は昨年比　単位：ｔ

燃やせるごみ 956（-76）
焼却によるCO2 255（-29）

資源ごみ 337（+14）
埋め立てごみ 19 （-2）
合計 1,312（-64）

市民 1 人あたり 889.4 ｇ

市内交通事故発生状況（10月）
※（　）内は昨年比　単位：件・人

件数 死者 負傷者
人身事故 19 （-1） 0 （0）21 （-1）
うち高齢者 7 （-2） 0 （0） 3 （-2）

大仁警察署調べ（数値は確定値です。）
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」
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し
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す
。
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※
す
べ
て
無
償
で
の
譲
渡
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
す
る
品

物
は
原
則
と
し
て
、
譲
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
自
己
の
通
常
生

活
に
使
っ
て
い
た
も
の
。
譲
り
受
け
る
人
は
、
今
後
、
自
己

の
通
常
生
活
に
使
う
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問市民課
☎055-948-2901

　「悪質商法等による被害にあった」、「ある製品を使用し、
けがをしてしまった」、「お試し購入のはずが定期購入契約に
なっていた」などの消費者トラブルで困っていませんか？
　また、「新型コロナワクチンが接種できる。後日全額返金さ
れるので10万円を振り込むように」との不審な電話がかかって
きたなどの新型コロナウイルスに関連したトラブルや、「豪雨
で雨漏りし、修理してもらったがさらにひどくなった」などの
災害に関するトラブルで困っていませんか？
　そんなときは一人で悩まずに、全国どこからでも3桁の電話
番号でつながる消費者ホットライン「188（いやや！）」にご
相談ください。専門の相談員がトラブル解決を支援します。

消費者ホットライン188とは？

消費者ホットライン188（局番なし）は、お
近くの消費生活センターなどの消費生活相談
窓口をご案内することにより、消費生活相談
の最初の一歩をお手伝いするものです。

▲消費者庁消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター「イヤヤン」

一人で悩まず、まずは相談。
大切なのは、すぐに
相談することです。

植林用苗木の
あっせん
問 農業商工課
☎ 0558-76-8003

　２月下旬～３月上旬に引き渡し予定
です。代金は引き渡しの際にお支払い
ください。
申 込／ 1 月 31 日（月）までに電話で
　※ 価格は変更となる場合有り

樹種
規格 価格

（1本当り円）苗齢 苗長 標準根元径

スギ 2年
小 40㎝上 7㎜ 142 円

大 55㎝上 9㎜ 131 円

ヒノキ 2年
小 35㎝上 7㎜ 131 円

大 50㎝上 8㎜ 136 円

クヌギ －
小 60㎝上 － 210 円

大 80㎝上 － 240 円
スギ
コンテナ

－ 30㎝上 － 215 円

ヒノキ
コンテナ

－ 30㎝上 － 205 円


